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い

る

事
実
は
、

中
国
に
お
け
る

チ
ベ

ッ

ト

仏

教
の

動
向
を
理

解
す
る

上

で

重
要
な

鍵
と
三
口

え
る

。

　
ア

チ
ュ

ウ
の

後
継
者
は

ア

ソ

ン
・

リ

ン

ポ

チ
ェ

で

あ
る
。

ア

チ
ュ

ウ
は

十
数
年
の

歳
月
を
か
け
て、

権
威
の
一

部
を

ア

ソ

ン

に
委
譲
し
て

き
た

。

ア

チ
ュ

ウ

圓
寂
に

伴
い

、

ア

ソ

ン

が
葬
儀
委
員
長
を

務
め
、

ア

チ

ュ

ウ
の

遺

言
を

修
行
者
に

伝

達
す
る

役

割
を
担
っ

た

こ

と

か
ら、

ヤ
チ
ェ

ン

の

新

た
な

主

宰
者
と

し
て

ア

ソ

ン

が

承
認
さ
れ

た

と
考
え
ら
れ

る
。

ま
た、

ア

ソ

ン

の

後
継
者
と
し
て

複
数
の

若
い

転
生
ラ

マ

が

育
成
さ

れ
て

い

る
。

そ

の

中
で

リ
ン

ジ
ン
・

ワ

ン

シ
ュ

が

注
日
を
集
め
て

い

る
。

　

中

国
社
会
の

中
で

ヤ

チ

ェ

ン

の

存
続
が

許
さ

れ
て

い

る

理
由
を

掲
げ

る
。

寺
院
で

は

な
く
修
行
地
（
短
期
滞
在
者）

と
い

う
政
府
の

位
置
づ

け

（
定
員
制
の

対

象
外）
、

ダ
ラ

イ
・

ラ

マ

亡

命
政
府
と
の

希
薄
な

関
係

、

地

元
政
府
と

の

良
好
な
関
係、

修
行
地
規
模
拡
大
に

よ

る

地
元
へ

の

経
済
効

果、

社
会
の

安
定
に

宗
教
の

社
会
貢
献
が
不
可
欠
と

い

う
中
国
政
府
の

新

た

な
方
針
（
二

〇
〇
七
年）

等
で

あ
る

。

東
シ

ナ

海
周
辺
地
域
の

媽
姐
信
仰
と

目

本
の

聖
母
信
仰

本
　
間

浩

　

媽
祖
は

も
と
も
と

中
国
東
南

沿
岸
で

信
仰
さ
れ
た
海
上

安
全
の
一

地
方

神
に
過
ぎ
な
か

っ

た

が
、

人
々

の

国
内
外
の

移
住

往
来
に

伴
い

、

海
E
活

動
の

守
護
神
か

ら

よ

り
広
い

意
味
で

の

全

体
的
な

守
護
神
と

し
て

祀
ら

れ

る

よ

う
に

な
り、

幅
広
い

信
仰
を

獲
得
す
る

に

至
っ

た
。

ま
た

、

歴

代
王

朝
か
ら
も
冊
封
を

度
々

受
け
る

よ

う
に

な
り、

国
家
に

承
認
さ
れ

た

護
国

の

神
と

し

て

も
信
仰
さ

れ

た
。

今
口
で

も、

中
国
・

台
湾
の

み
な
ら

ず、

東
南
ア

ジ

ア

を
は

じ

め
、

世
界
各
地
に

媽
祖

廟
が
見
ら
れ
る

。

　

媽
祖
は

発
生

当
初
こ

そ
海
上

安
全、

海
上

守
護
の

神
と

し
て

信
仰
さ
れ

て

い

た
も
の

の
、

時
代
が
下
る

に

つ

れ、

海
上

安
全
の

性
格
を

保
持
し
つ

つ

も、

妖
怪
を

屈
服
さ
せ

る

神、

賊
を
防
御

す
る

神、

子
を
授

け
、

庇
護

す
る
神
な
ど

、

民
間
に

お
い

て

は

様
々

な

利
益
を
も
た
ら

す
神
と
し

て
、

あ
る

い

は

国
家
に

お
い

て

は

後
述
の

よ

う
に

こ

れ

を

守
護
す
る

神
と

し
て

祀
ら
れ

て

行
っ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

　

東
南
ア

ジ
ア

在
住
の

華
人
に

お
い

て

も
、

媽
祖
は

基

本
的
に

は

海
上

安

全
の

守
り
神
と

し
て

祀
ら
れ
て

い

る

が
、

一

部
で

は・
冢
族
の

守
り
神、

商

売
繁
盛
の

神
、

大
漁
の

神
と
し

て

も

祀
ら
れ

て

お
り、

あ
る

い

は

イ

ポ
ー

な
ど
で

は

海
の

平
安
の

神
と
さ

れ
て

い

る
。

フ

ィ

リ

ピ
ン

の

華
人
会
館
に

も
蛎
祖
神
廟、

あ
る

い

は

神
堂
に

媽
祖
が
祀
ら
れ
て

お

り、

あ
る
天
主
教

の

教
堂
に

は
、

洋
服
を

着
た

媽
祖
が

祀
ら
れ
て

い

る

そ

う
で

あ
る

。

一

九

五

四
年
に

は
、

全
世
界
の

天
主
教
の

信
徒
が
フ

ィ

リ

ピ
ン

に

集
ま
っ

て

祈

疇
会
を
催
し
た

際、

ロ

ー

マ

法
王
が

媽
祖
を
天
主
教
の

七
大
聖
母
の
一

に

封
じ

、

戴
冠
式
を
行
な
っ

た
と．
言

う
話
ま
で

あ
る

。

　

東
シ

ナ

海
周
辺
各
地
域
の

媽
祖
廟
は
、

華

僑
・

華
人
の

海
外
進
出
に

伴

っ

て

建
立
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た

と

考
え
ら
れ

、

そ

れ

は

我
が

国
に

お
い

て

も
例

外
で

は
な
い

。

琉
球
に

は

十
五

世

紀
に

東
シ

ナ

海
を
通
っ

て
、

那

覇
に

華
人
居

留
地
が

出

来
た

の

に

伴
い
、

上
・

下
の

天
妃

宮
が

建
立

さ

れ
、

こ

れ

が
明
と
の

朝
貢
船
団
あ
る

い

は

東
南
ア

ジ

ア

各
地
と
の

貿
易
の

守
護
神
と
な
っ

て

い

た
。

　

媽
祖
に

は

「

天

妃
」

「

天

后
」

あ
る

い

は
「

霊
惠

夫
人
」

「

霊

惠
妃
」

な

ど

様
々

な

呼
び

名
が
あ
る

が
、

と

り
わ

け
台

湾
で

は

「

天
上

聖
母
」

「

聖

464（1298）
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母
廟
」

な
ど

「

聖
母
」

の

名
を
冠
し

て

祀
ら
れ

る

例
が
一

般
的
で

あ
る．、

我
が
国
で

も
神
祗
信
仰
に

お
い

て
、

天
妃

社
に

「

天
妃
聖
母
神
社
」

と

し

て

こ

れ
を

祀
る

例
が

見
ら
れ
、

こ

れ

は

鎌
倉
時

代
以

降、

神
功
皇
后
を

「

聖
母

大
菩
薩
」

「

聖
母
神
社
」

な
ど

と

し
て

祀
る

従
来
の

日

本
の

聖

母
信

仰
と
は

趣
を

異
に

し
て

い

る
。

こ

れ
は
、

日
本
の

聖

母
信
仰
を

考
え
る

上

で

も

興
味
深
い

事
例
と、
言

え
る

の

で
、

本
発
表
で

は
、

媽
祖
を

「

聖
母
」

と
し
て

祀
る

信
仰
に

注
目

し
、

こ

れ

を
円

本
の

聖

母
信

仰
の

ひ

と
つ

と

位

置
づ

け
て

考
え
て

み

た
い

。

　

神
社
に

お
い

て

媽
祖
が
祀
ら

れ
て

い

る

例
と
し

て

は
、

青
森
県
大
問
町

の

大
問
稲
荷
神
社、

宮
城

県
七

ヶ

浜
町
の

旧
御
殿
崎
稲
荷
神
社、

茨
城

県

北
茨
城
市
の

磯
原
天
妃
山
・

弟
橘
姫
神
社、

大
洗
町
の

磯
浜
天
妃
山
の

四

例
を

確
認
す
る

事
が
出
来
る

。

こ

れ
ら
の

媽
祖
信

仰
の

変
遷

を
追
っ

た

結

果
、

媽
祖
は

も
と

も
と

、

中
国
伝
来
の

海
E
活
動
の

守
護
神
と

し
て

祀
ら

れ

始
め

た

も
の

の
、

時
代
が

下

る

に

連
れ

て

民
間
習
俗

、

民

間
信
仰
に

溶

込
み

、

信
仰
の

形
を

変
え
て

い

る

こ

と
が

窺
え
る

。

こ

れ
は

キ

リ
ス

ト
教

に

お
け
る

マ

リ

ア

崇
拝

、

仏
教
に

お

け
る

観
音
信
仰
や
鬼
子
母
神
信
仰

、

あ
る
い

は
日
本
の

神
功
皇
后
な
ど

、

他
の

聖
母
信
仰
に

も
見
ら

れ

る

傾
向

で

あ
り、

媽
祖
信
仰
も
そ
の

特
徴
を
よ

く
備
え
た

聖

母
信
仰
の

ひ

と
つ

で

あ
る
こ

と
を
、

以

上
の

例

は

表
わ
し

て

い

る

と

結
論
付

け
た
い
。

ゆ

え

に
、

日

本
に

お

い

て

も
、

民
間
で

は
、

媽
祖
は

あ
る

い

は

普
遍

的
な

「

聖

母
」

の

観
念
を
も
っ

て

信
仰
さ

れ
て

い

た

こ

と
が

窺
え

、

天
照

大
神
を
聖

母
と
し
て

祀
る

信
仰
な
ど
と

併
せ

て

考
え
て

も
、

こ

れ
を
日

本
の

聖

母
信

仰
の

ひ
と
つ

と

し
て

み

な

す
こ

と
に

何
の

異
論
も
な
い

よ

う
に

思
わ

れ
る

の

で

あ
る

。

一

九

九

〇

年
代
台
湾
の

社
会
変
化
と

ア
、、
、

族

宗
教
の

シ

ャ

ー

マ

ニ

ズ

ム

的

対
応

原

英

　
子

　
冖

九
九
〇

年

代
前

後
の

台
湾
に

は

大
き

な

社
会
変
化
が
お
こ

っ

て

い

た
。

八
八

年
に

蒋

経
国
が
死
去
し

、

本
省
人
の

李
登
輝
が
総
統
に

な
っ

た

こ

と
は

台
湾
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た

。

台
湾
先
住
民
の

社
会
的
環

境
も
変
化
し、

行
政
院
原
住
民
族
委
員
会
を

中
心
に

先
住
民
族
の

主

体
性

を
強
化
す
る

様
々

な

動
き
が
お

こ

っ

た
。

そ
れ

に

呼
応
し

て

先
住
民
族
の

人

々

自
身
が

自
文

化
に

対
す
る

意
識
を

変
化
さ

せ

て

い

っ

た
。

そ
れ

ま
で

迷
信
と

み
ら
れ

て

い

た

先
住
民

族
の

シ

ャ

ー

マ

ン

を

中
心
と

し

た

宗

教

も
、

民
族

文
化
の

ひ
と
つ

と
み

な
さ

れ、

シ

ャ

ー

マ

ン

も
民
族

文
化
の

継

承
者
と
位

置
づ

け
ら
れ
る

よ

う
に

な
っ

て

い

っ

た
。

こ

う
し
た
状
況
に

つ

い

て
、

台
湾
先
住
民
族

、

ア

ミ

族
を
と

り
あ
げ

、

そ
の

宗
教
の

変
化
を
シ

ャ

ー

マ

ニ

ズ
ム

的
対
応
と

い

う
点
か
ら
分
析
し、

台
湾
社
会
と
の

関
連
を

考
察
し
た

。

　

ま
ず
台
湾
社
会
の

先
住
民
族
社
会
の

変
化
だ
が
、

一

九
九
四

年
に

先
住

民
族
に

対

す
る

公
式
名
称
が

「

台
湾
原

住
民
」

と
な

り
、

九
五

年
に

は

民

族
名
で

の

名
前
の

登

録
が

で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
。

九
六

年
に

は

政

府
行

政
院
に

原

住
民

委
員
会
が

作
ら
れ
、

先

住
民
族
の

主
体
性
を
発

揚
す
る

た

め

の

役
割
を
担
っ

て

い

る
。

九
四

年
に

民
進
党
の

陳
水
扁
が
台

北
市
長
に

な
っ

て

以

降、

台
北
の

道
路
名
が

周
辺
に

居
住
し
て

い

た

平
埔

族
に

ち
な

み
ケ
タ

ガ

ラ

ン

大
道
と

さ
れ
た

。

ま
た
、

陳
が
総
統
に
な
っ

て

か
ら
は

、

先
住
民
族
が

新
た
に

認
定
さ
れ、

そ
れ

ま
で

の

九
族
に
加
え、

全
部
で
一

（／299）465
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